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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 128  (128 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 20 名 14 名

　専門職員 保育士 31 名 0 名

看護師 1 名 0 名

用務員 0 名 1 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

園庭、屋上園庭、
自動火災報知器、冷暖房、
ダムウエーター、有線放送、
オートロック、機械警備

保育補助

【施設・事業所の概要】

やまゆり保育園 認可保育園種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

247-0003

https://yamayuri-
yokohama.com/

園長 柳下　洋一

神奈川県横浜市栄区鍛冶ケ谷町323

社会福祉法人　柳下福祉会

1980年4月1日

045-894-5353

定員（利用人数）：

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室７室、ホール、
プレールーム、多目的室、
職員室、調理室、相談室、
応接室

やまゆり保育園は、無限の可能性の集まる場所。
皆がともに喜び、認め合い、子どもが自ら考え行動できるような場所。
私たちはたくさんの可能性という芽を伸ばし、未来に大きな花を咲かせてくれることを願っていま
す。
すべては未来を担うこどもたちのために！すべての人の未来の幸せのために！
互いを認め合い人を愛することが出来る人になるように人の思いやる心を育みます。
「ありがとう」「ごめんね」と伝え合うことの出来る素直な心を育てます。
保護者と共に子どもたちの成長を喜び一緒に歩みます。
集うすべての人が笑顔になれるように一体となる環境を作ることを理念・基本方針としています。
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2017 年度）

⑥総評

　園では広い山の遊び場（幼稚園と共有）があります。見晴らしのよい高台からは電車も見えます。樹木も多
く子どもたちは虫を追いかけたり、木の実拾いをしたりして楽しんでいます。また、保育活動として「やまゆ
り流カリキュラム」を通し、毎日の積み重ねが子どもの自信につながる力となることを目ざしています。毎日
走り柔軟体操をし、集中力を養い、柔軟体操でけがの予防に努めています。2歳児ころからは文字に興味を持ち
はじめ、3歳児のころからは絵本を読むようになります。幼児からはテキストを使用し、自学自習の基礎づくり
をしています。また、個々の聴覚の発達に合わせ、乳幼児から音楽に親しみ音感を身につけていきます。

◆さまざまな体験を通し、子どもたちは大きく成長していきます

（契約日）～

2023年2月21日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年7月11日

　受審回数（前回の受審時期）

◇特長や今後期待される点

◆将来的なニーズを見通しながら、中長期計画を作成されることを期待します
　当園では、人材確保・育成、働きやすい職場づくり、経営コストの見直しなどに加えて、児童数の減少に応
じた経営などを中長期的な課題と位置づけ、この解決に向けてさまざまな取り組みを行っています。事業計画
では、地域の将来動向を見通しながら、地域住民のニーズを踏まえて事業内容の検討を行い、地域子育て広場
などで園庭開放、育児相談、育児講座などに取り組んでいます。当園では、このような中長期にわたる課題の
解決に向けて、中長期計画の作成の準備を進めています。今後、地域の将来的なニーズの動向を見通しなが
ら、作成を進めることを期待します。

　当園は、豊かな自然が多く残る閑静な住宅街にあります。JR「本郷台」駅から徒歩15分ほどの位
置にある昭和55年4月に開所した私立保育園です。子どもの「心の力」「学ぶ力」「体の力」を育て
る保育を目ざし、保育目標に「健康で明るく元気な子」「みんなと仲良くできる子」「お約束を守れ
る子」を掲げています。定員は128名（0～5歳児）です。園庭や山の遊び場などの豊かな自然と、
四季の移ろいを感じながら遊びを通して大きく成長していきます。保育の内容として「やまゆり流カ
リキュラム」を掲げています。毎日遊び、読み書き計算、体操、音楽を通して、子どもの可能性、長
い人生に置いての生きる力の育成を目ざし、子どもたちのやる気や自主性、思いやりの心を育てる保
育を行っています。0歳児からフラッシュカードによる学びを行い、1歳児からかけっこ、2歳児から
は柔軟体操を取り入れています。園バスを利用した園外保育の実施もしています。また、外部講師に
よる体操、音楽教室の実施、課外活動として体操、サッカー、新体操、英語教室も開催しています。
地域の子育て支援として、育児相談、園庭開放、交流保育、育児講座などを実施し、地域に定着して
います。育児相談では保育士や看護師、栄養士が相談に応じ、身近な子育ての相談機関の役割を果た
しています。隣接する山を含む園庭を開放し、子どもたちは在園児とともに遊び、保護者は保育士と
の交流を通じ、子育ての助言をもらっています。さらに「親子体操」「マタニティヨガ」など、保護
者に人気のあるテーマで育児講座を実施しています。
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　第三者評価は、日頃取り組んでいる保育や運営について外部からの視点で気づきを得る非常に有効
な取り組みの機会と捉え今回受審しました。
　今回受審した評価機関から様々な項目で高い評価を頂き、職員一同身の引き締まる思いで、各項目
を読ませていただきました。
　今回の第三者評価において明らかになった課題、成果、問題点などを職員で共有し、自園の強み、
弱みをしっかり見つめ直し、保育、子育て支援の提供のため更なる質の向上を図ると共に保護者、地
域の皆様から愛され、期待される保育園を目指していきたいと考えています。


